
 11 

労山部 クリーンハイク 
     

山 名 甘南備山 山行名 クリーンハイク  

ルート 
① 大住ヶ丘コース 大住ヶ丘西バス停―竜王こどもの国―三角点―展望台―芝生広場

② 土手―薪登山口駐車場―管理道路―展望台―芝生広場 

山行日 2013,5,26（日） 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー： ① 徳田幸子        サブリーダー：② 鈴木正範 

① 男性：中島 丸山 山下 秋月 佐坂 樋口 梅澤 石田 片山 金本 西上  

   藤富修一 三宅 広瀬             

女性：岡本 上杉 加藤 樺山 河野 長野 藤富慶子 守口 山田  

② 男性：北川 村上 北村 徳田康二 平松昇 中廣 山口 

女性：平松（多）           

合計： ３３  名  

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

集 着 11 時

ルート概略図 

 

各登山口 
発 9時

芝生広場 
 

 
山行報告 

今年も去年同様晴天に恵まれて３３名の方に参加していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

大住ヶ丘コース班と薪コース班の２班に分かれ 更に各班はそれぞれにゴミのありそうな脇道（大

住ヶ丘 ４コース）、薪コース（２コース）に入り、細大漏らさずゴミ拾いをしました。 

 

ゴミが少なく、整備されてきているように感じましたが 

それでも実際収集したゴミは可燃物７ｋｇ 不燃物５ｋｇ

もありました。 

私達にとって甘南備山は近くの山でいつでも登れる山で

す。これからも甘南備山に登る時はスーパーの袋を持って

清掃に心がけて、“京田辺市民の憩いの山”をいつまでも美

しい山にしていければと思います。 

皆様ご協力有難うございました。 

 

＊京都労山にクリーンハイクの報告・甘南備山で採取した土壌サンプルを送りました。 
 

ヒヤリハット    ありません。 
 

山行報告書      京都田辺山友会      報告者 徳田幸子
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教育部 セミナー報告 
教育部 梅澤宗平 

１．テーマ：ロープワークを使ったセルフレスキュー 
     講師は三宅さん。ロープとカラビナを用い、ロープの結び方、確保点の選定と確保の方法、 

救助者の確保の方法および斜面を使って救助訓練の実習を行った。 
    特に 8 の字結びと鎧結びについては時間をかけた。 
    下降器としてエイトカンと ATC を使った。 
    自分の身は自分で守るためにロープとカラビナは常備したい。 
２．日時：5 月 26 日 クリーンハイク後 11 時 30 分から 12 時まで 
３．場所：かんなび広場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交流部 春のふれあいの集い 

集いに参加して！！      交流部 西川榮冶 
＊毎度のことながら「交流部員という皆様のサポート役」ではあったが、昨年は、自分の不始末から

参加出来なかった事もあってか、なんとなくうきうきした気分で参加しました。 
＊今年は、芝生公園の桜の木や葉っぱから落下する、毛虫に悩まされる事もなく、ブルーシートやベ

ンチを皆様に利用していただけたのはラッキーだったと思っています。 
＊女性交流部員の頑張りと差し入れのお酒類のおかげに加えてカップで缶ビールを飲んでもらうと

いうやり方がうまくゆき、『集い』を終える頃まで、アルコール類がもった事も  あって、車運転

の為、酒類を一切飲めない交流部員の眼から見ても、最後まで、賑やかに、楽しく、本音で語り合え

た『集い』になったと思っています。それだけに、アルコール類をエンジョイされた方々には盛り上

がった『集い』のようでしたが、そうでない方や女性会員の皆様は取り残されていたようにも見えて、

どんな『集い』であったのか、少々気になっております。来年以降、交流部以外のこうした方々にも、

企画段階から参加していただけると、両方の思いが融合した、もっと有意義な『集い』になるように

も思いましたが、 いかがでしょうか？？！！ 
＊『集い』の後、芝生公園から又頂上まで登りなおして、神社に参拝してから帰宅された方々、陽射

しのきつい中、山手幹線道を松井が丘方面や田辺方面に連れだって歩いて帰宅される方々を見かけて、

今日１日を有効に、「鍛錬」の機会に利用されていたようで、皆様の「日頃の頑張り」の、熱心な取

組みの一端が、垣間見られたようにも思いました。 
多数の皆様のご参加、ご支援、ご協力有難うございました！！    
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          教育部セミナー報告 

■交流部 春のふれあいの集い■ 


